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熱温度を A1 変態点（一般構造用鋼の場合、約 720°C）以下とし、残存不整を初期たわみと同程度に制御すれば、何
ら補強等施すことなく部材の健全度が担保されることを明らかにした。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、５章から構成されている。 
 第１章は、本研究の背景および目的、論文の構成を述べている。 
















加熱温度を A1 変態点（一般構造用鋼の場合、約 720°C）以下とし、残存不整を初期たわみと同程度に矯正すれば、
補強等行うことなく、部材の健全度が担保されることを明らかにしている。 
 以上のように、本論文は局部座屈した鋼構造部材の早期復旧を目的とする加熱/プレス矯正補修後における構造体の
力学挙動を明らかにすると共に、構造体の健全度を担保するに必須の条件を明らかにしており、鋼構造物の補修補強
における健全度評価に寄与するところ大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
